
 

 

 

Fig. 2 刺激結果 
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はじめに 

電気刺激療法に用いる刺激電極として，我々は直接給電法による完全埋込電極を提案している 1)．本方式

では被刺激対象近傍に小型の刺激素子を埋め込み，体外装置から発生させた近傍電磁界により非接触で体内

へ給電・通信を行い電気刺激する．これまでの検討では本システムの機能的電気刺激への適用を目指し，体

内素子が出力する刺激パルスによりマカクサルの上肢の筋で刺激実験を行い，運動機能再建に成功している． 

 様々な電気刺激療法の中でも，大脳皮質運動野刺激療法は上肢の麻痺症状と疼痛の改善に効果があると知

られている．そこで今回は大脳皮質に対する直接給電システムの適用を目指して，マカクサルの大脳皮質運

動野に対する刺激実験を行ったのでその結果について報告する．  

実験構成と結果 

マカクサル二頭（5.4 kg，6.5 kg）の運動野，計 12 ヶ

所に電気刺激を行い，運動機能再建が可能か確認する

実験を行った．本実験は大脳皮質に対して電気刺激が

可能か確認することが目的のため刺激素子は埋め込ま

ず，脳に慢性的に埋め込まれた電極から体外に延ばさ

れたコネクタに体内制御回路の出力端子を接続し刺激

を行った．刺激パルスは 20 発でパルス幅は 0.5 ms とし

た．刺激電圧は，刺激を行う前に測定した生体抵抗の

値をもとに決定した．本システムでは刺激電圧を 0 V

～30 V まで制御することが可能である．  

 計 12 ヶ所刺激したうち 10 ヶ所で運動を確認した．

平均刺激電流は 1.1.mAで最大 1.3 mA，最小 0.70mAだ

った．他 2 ヶ所では 2 mA 入力しても運動が確認され

なかったため刺激を終了した．このうち一頭の刺激箇

所と誘発された運動を Fig. 1 に示す．Fig. 2(a)は実験の

様子であり，大脳皮質運動野への直接給電法による電

気刺激により，掌を握る動作を誘発できた． Fig. 2(b)

はこのときの深指屈筋の筋電図を示し，大脳運動野へ

の電気刺激により筋活動があることが分かる．このと

き刺激電圧は 4.5 V であった．本実験より直接給電法

による電気刺激で運動機能再建可能であることを確認

した．以上より直接給電システムは大脳皮質運動野刺

激療法に適用可能であると考えられる． 
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Fig. 1 刺激箇所と誘発運動 
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